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◆ 研究概要

Ⅰ）内治の研究

1) 未病のマーカーを利用した薬膳の有効性と安全性の検証

2) 環境問題も考慮した新たな薬膳処方（Mottainai Yakuzen Foods）や特定保健用食品などの開発

Ⅱ）外治の研究

1) 外治の，未病への有効性と安全性，作用機序の科学的解明とプログラム化

2) 外治を，病院での Peri-surgical care や家庭での養生法として普及する

Ⅲ）未病の診断と経過のマーカー，個体差マーカーの探索

1) 未病の診断や経過観察のための未病マーカーを測定する機器や評価プログラムの開発

2) プロテオームやゲノム解析などと伝統医学的な体質との関連を調査し，体質判定用のプロテインチップや

DNA チップを開発する
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